
県立米沢鶴城高等学校の校章について

1 決定までの経過

〇 校章の参考デザインを公募（令和 5年 11 月 1日～12 月 16日）
0 129点の応募の中から参考デザインを選考
0 参考デザインをもとに、 米沢市出身の白木亮太氏が制作

白木 亮太 氏：（しらき りょうた）グラフィックデザイナ ー

米沢市出身、東京都在住。企業のパッケ ー ジデザインやロゴデザイン、グラフィッ
クデザインをはじめ、 ビルのサインデザイン、 ブランディング等も手掛ける。

地元米沢市の仕事にも関わり、 近年では 「YONEZAWA BENIBANA PROJECT」のロゴデ
ザインや、 「道の駅米沢」 のロゴ・サインデザイン制作などにも携わっている。

2 校章デザイン及び意図

【デザインの意図】
0 2羽の鶴は「米沢工業高校」と「米沢商業高校」を指し、桜は米沢工業高校校

舎入口にある枝垂れ桜をイメ ー ジ。 2025年春（桜の季節）に、 「米沢鶴城高校」
として互いに力を合わせ、成長する様（上向きの鶴）を表現。 鶴は1000年、枝
垂れ桜も樹齢1000年以上といわれ、長く続く学校になるよう願いも込めた。

〇 舞鶴城（米沢城）を居城とした上杉家の家紋(2羽の雀等）をモチーフにし、
鶴の形は米沢でも馴染みのある直江兼続の旗デザインから昇華。

〇 色は、生徒等のアンケ ー トを元に鶴が空に羽ばたく様をイメ ー ジした 「水色」
をベー スに、両校のイメ ー ジカラーと重ならない色として、「 タ ー コイズブルー 」
を選定。 タ ー コイズは「勇気と希望の石」と言われており、生徒にも『勇気と希
望を持ち、 未来に羽ばたいて欲しい』という願いを込めた。
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